
(幸葛で._i　~ Ii ., I:-,I_.,蛙等

閤
開
田 州側

⑰

圃 醍 N
u
丁 勤



広~叡かわ5
平友釣8争_6ノI (la｣｣7)

各地区の区長さんから多くの要望や意見がありました

平
成
｢
 
8
年
度)
蓉
n
語
.
同
仁
l
1
1

地
域
と
行
政
を
籍
求
パ
イ
プ
役

繋

勘

医
長
さ
ん
か
ら
の
尊
堂
等
に
つ
い
て

◆
都
市
整
備
課
の
イ
ン
タ
-
ホ
ン
に
つ
い
て
､
対
面
で
き
な
い
状
態
で
は
用
件
を
話
し
に
く
い
の
で
改
善
し
て
ほ

し
い
｡

◆
航
空
騒
音
公
害
対
策
に
つ
い
て
､
対
象
と
な
る
区
域
を
明
確
に
し
て
い
た
た
き
た
い
｡
ま
た
､
対
策
囚
容
と
空

港
の
補
償
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
｡

空
港
が
開
港
し
て
以
来
､
大
分
時
間
が
経
つ
の
で
､
も
う
少
し
力
を
入
れ
て
甲
急
に
改
善
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
｡

ま
た
､
騒
音
問
題
は
か
り
で
な
く
､
粗
悪
な
航
空
燃
料
の
使
用
に
よ
る
農
地
汚
染
も
考
え
ら
れ
る
の
で
､
強
く

要
望
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
｡

◆
以
前
か
ら
ペ
ッ
ト
の
糞
害
に
悩
ん
で
い
る
｡
町
の
条
例
等
も
あ
る
と
思
う
の
で
､
銅
主
に
対
す
る
注
意
喚
起
を

行
い
､
｢
住
ん
で
い
る
町
か
ら
住
み
た
い
町
へ
｣
　
の
と
お
り
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
｡
-
用
潔
な
出
場

で
､
安
心
で
き
る
安
全
な
米
を
生
商
し
た
い
の
で
､
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
一
レ

◆
下
水
道
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
､
地
区
集
会
場
の
改
修
に
か
か
る
挫
用
負
担
に
つ
い
て
､
町
と
し
て
補
助
で
き

る
の
か
｡
ま
た
免
に
問
い
合
か
せ
た
と
こ
ろ
､
分
担
金
た
け
は
町
負
担
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
､
改
修
に
か

か
る
費
用
は
地
区
負
担
に
な
る
の
か
｡

◆
防
災
無
線
に
つ
い
て
､
時
刻
を
考
え
て
放
送
し
て
い
た
た
き
た
い
｡
ま
た
､
火
災
放
送
に
つ
い
て
､
番
地
た
け

で
な
く
地
区
名
も
放
送
し
て
い
た
た
き
た
い
｡

※
各
区
長
さ
ん
方
か
ら
の
意
見
.
要
聖
等
に
つ
S
て
は
詳
細
を
確
課
の
う
え
適
切
に
対
応
し
ま
す
へ
｡



平成18年度

匿襲薔偽壱趨腕U捗秦窃

源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生

保保中広新吉堤清藤藤竜生大大角小小堀三四外北南砂早早内浄北方堤華中関関西宿根
村村曽　　　　　田蔵蔵田丁　鍋鍋崎林　　ツツ丸丸丸　井井　　河　　　　　揚場　　地
下上根田橋適　地2 1歩鍋中堤町町巻割豪家田田圃場2 1野玄原年向谷道2 1　　区

区　　　　　　　歩歩

岡秋石若石秋足　大奥石田斉荒長杉山山高茨石極大鈴古長金仲椎寺海海秋津秋海大
野山山泉山山立　野田嶋口藤井蔦田圃田山城山竹藤木手峰田山名本老老山根山老野

裕　　　　　　　　貴　原原　　　原

正俊富友達好伍　　芳　岩文尚正　雪隆二　-敏精　卓信和裁代勝和重　蔵政清佳
雄幸重浩志夫夫　豊雄茂夫子夫伸貴子夫郎強郎光-高男彦夫次司雄天恩明雄義江美

全　　　　　　　　　　　　　　長

十平下中上下し和片排流田江庄庄十下大霜中愛下中上竿手手古吉羽羽猿官平布布高遠
三　金金金加ら銅　水　　津布布　町　　　宕　上　地葉栗河河子子　　三鎌鎌
間Iii江江江納さ谷巻機作用地月間i里歩境地郷町組組組区下上林林騎輪島渕郎下上　下
戸　津津津　ぎ　　　　　　区2 1　　　　　　　　　　　　　　下上下上

各室さ
口

石石福青桜浅川i松篠高山大　岡大山本上吉雑秋岡中大　大織白杉木中細上近成織後鈴
田橋田野井野俣崎田橋田桶　野木本橋原田賀山野更吉　塚原石山村林井山藤毛原藤木

悦久正　　利具　定利義光　　正孝邦幸　　岩文麿武　正正武和　　　-共武三直清
夫男夫正広夫也稔雄彰夫男　浩夫司夫子馨茂生男史雄　巳且平行菜勉栄男｣夫布樹文

地域と行政を結ぶパイプ役として区長のみなさん1年間よろしくお願いします｡

ご　釆　庁　の　皆　願　へ

河内可役場では､省エネ対策の｣環として,下記のとおり取り組んでおりますので､ご来庁の皆様のご

理解とご協力をよろしくお願いします｡

記

1　空調機使用時の室内温度の適正化等,電力消費について適正な管理を行うこと
･冷房時の室内温度の適正化(室温28℃を目途)や､昼休み等における消灯等に努めること｡

2.電力消費機器の利用におけるエネルギ-使用の効率化を図ること
･家電機器､ OA機器等の電力消費機器の利用に当たっては､必要に応じた容量の選択､機器の特性

に応じた合理的な使用を心がけるとともに､不要不急時はこまめに電源を切ること｡

3.夏季(6月から9月)の服装は公務員らしい服装を心がけ､業務に支障のない範囲でネクタイを不要

とすること

平成18年6月1日

漢書

総　務　課

広一戚かわち
平/城18年6ノブ(¥oJ｣7)
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こ
れ
か
ら
の
河
内
町
の
た
め
に
一

第
四
次
縫
合
計
画
を
第
足
し
ま
す
一

本
町
は
､
こ
れ
ま
で
三
次
に
わ
た
り
総
合
計
画
を
策
定
し
､
そ
れ

ぞ
れ
の
社
会
背
景
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
､
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
､
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
｡

現
在
､
平
成
8
年
度
に
策
定
し
た
計
画
を
一
層
住
み
や
す
い
河
内

町
に
し
て
い
く
た
め
､
新
し
く
　
｢
第
四
次
河
内
町
総
合
計
画
｣
　
の
策

定
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
｡

こ
の
計
画
は
､
平
成
1
 
9
年
度

か
ら
平
成
2
 
8
年
度
を
計
画
期
間

と
し
て
､
あ
ら
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
を
明
確
に
し
､
そ
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
｡

住
民
の
皆
様
や
各
種
団
体
の
貴

重
な
ご
意
見
を
尊
重
し
ま
し
て
､

本
年
度
内
に
策
定
を
完
了
す
る

予
定
で
す
｡
皆
様
の
ご
理
解
､

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

河
内
町
長
　
野
高
　
貴
雄

総
合
計
画
は
､
市
珂
村
が
必
ず
作
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
､

最
上
位
の
計
画
に
位
置
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
｡
前
回
平
成
9
年
3
月
に
平
成

1
 
8
年
度
を
目
標
年
度
と
し
た
第
三
次
総
合
計
画
を
定
め
て
か
ら
9
年
が
経
過

し
､
こ
の
間
に
河
内
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
｡
こ
う

し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
､
将
来
を
き
っ
ち
り
と
見
据
え
た
次
期
計
画
を
策
定

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
職
員
で
構
成
す
る
ワ
-
キ
ン
グ
チ
ー
ム
及
び
策

定
委
員
会
､
議
会
議
員
･
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
総
合
計
画
審
議
会

に
よ
り
ま
し
て
､
昨
年
1
 
2
月
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
尊
重
し
た
新
た
な
第
四
次
総
合
計
画
を
策
足
し
ま
す
｡

総
合
計
画
は
､
基
本
構
想
､
基
本
計

画
､
実
施
計
画
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
｡

･
基
本
構
想
は
､
町
の
1
 
0
年
間
の
計
画

目
標
　
(
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
方
向
)
　
を
示
す
も
の
で
す
｡

･
基
本
計
画
は
､
そ
の
_
 
o
年
間
を
5
カ

年
ご
と
に
前
期
･
後
期
に
分
け
て
そ
れ

ぞ
れ
の
期
間
に
何
を
す
べ
き
か
具
体
的

な
内
容
を
示
す
も
の
で
す
｡

･
実
施
計
画
は
､
基
本
計
画
の
内
容
を

よ
り
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
､
3
カ

年
の
短
期
計
画
に
な
り
ま
す
｡
実
施
計

画
で
は
､
向
こ
う
3
カ
年
の
事
業
内
容

等
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
毎
年
の
予

算
編
成
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
｡
ま

た
､
ロ
-
リ
ン
グ
方
式
を
と
り
毎
年
見

直
し
を
し
て
い
き
ま
す
｡
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環境にやさしいまちづくりをめざします

く吻--ゐ務諺e題』

町のごみ処理状況　　(単位　t)

区　　　分　　　平成15年度　平成16年度　平成17年度

鰹えるごみ(プラスチックごみ含) ( 1,899　　　1,9了5　　　　2,228
二二二~~~~i

燃えないごみ　　　　　　　　228　　　　　205　　　　1 93

粗大ごみ　　臆喜一｣　49　　　41　　　44

合　　計　　音　2,176　　　2,221　　2,465

人口(10月1日現在) ! ll.602人　11,488人　11,3了1人

1人当たり　　　　　18了kg　　　193kg　　　　217kg

町の資源物回収状況　　(単位:t)

区　　　分　　　平成15年度　平成16年度　平成1了年度

｣壁壁書臆｣臆　　　　　　353　　　361　　　342

直江--二二　9　　　8　　　7

匡三重逆数　　　　　5 7　　　54　　　54

I Eン類　　　　　　　　　　99　　　　100　　　　104

ペットボトル　　　　　　　　8　　　　　16　　　　　17

合　　　計　　　　　526　　　　　539　　　　　524

可燃ごみ処理状況

項　　　　目　　　　　単位　平成16年度　平成1了年度

可燃物焼却量　　　　　　　　　t/年　　33, 559　　34, 180

焼却灰･飛灰の溶融処理量　　　　t/年　　　2, 62了　　2,735

1最終処分場埋立容量　　　　　　nd 118,400 118,400

恒立案(スラ��5�5�6xﾄ9Z街毘��XﾋI68��覃����2��sC(����2ﾂ�sC�

｢五五京高言~~　~~~~~~　品　21,376　25,076

音埋立残余容量　　　　　　　　　面　　97,024　93.324

排　ガ　ス　測　定　籍　果

項　　目　　　単位　国の拙基準　平成1軽度　平成17年度

はいじん置　　　g/正N　　<0.15　<0.01　<0.01

硫黄酸化物　　　ppm　<3,040　　13 5　　13,0

ニー_　十唯/細　く700　<70　<了0
塩化水素

音窒素酸化物~ ｢ppm　<250　49･5　4了･0

｢二霞花炭素I ppm　<100　700　9･67

音ダイオキシン類l唯-Ⅱ研　　く1　0.026　0 017

臆
広i毅カ)わち
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山
一

平
成
_
 
7
年
度
の
ご
み
処
理
状
況

は

､

燃

え

る

ご

み

2

-

2

2

8

ト

ン
､
燃
え
な
い
ご
み
量
9
3
ト
ン
､

粗
大
ご
み
4
4
ト
ン
と
な
り
､
資
源

物
回
収
状
況
は
､
紙
類
3
4
2
ト

ン
､
布
類
7
ト
ン
､
空
き
缶
･
鉄

類
5
4
ト
ン
､
ビ
ン
類
1
0
4
ト
ン
､

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
-
 
7
ト
ン
で
す
｡

燃
え
る
ご
み
処
理
量
を
平
成
-
 
6

年
度
と
比
較
す
る
と
2
5
3
ト
ン

の
増
加
､
燃
え
な
い
ご
み
処
理
量

は
､
_
 
2
ト
ン
の
減
少
と
な
っ
て
お

り
ま
す
｡
今
後
も
､
町
の
生
ご
み

自
家
処
理
の
た
め
の
補
助
制
度
や

資
源
物
回
収
を
利
用
す
る
な
ど
､

み
ん
な
で
ご
み
減
量
化
･
再
生
利

用
促
進
し
ま
し
ょ
う
｡

(
`
問
合
せ
先
◇
都
市
整
備
課

曾
8
4
-
2
9
2
1

(

網
胸
囲
の
蓬
諺
繰
越
灘
鰻
隆
ラ
倒
置

資
料
‥
龍
ヶ
崎
地
方
塵
芥
処
理
組
合
　
曾
o
o
･
｢
了
了
了

(
可
燃
ご
み
の
処
理
状
況
に
つ
い
て

平
成
1
 
7
年
度
の
可
燃
ご
み
焼
却

量

は

､

3

4

･

1

8

0

ト

ン

で

平

成
1
 
6
年
度
3
3
･
5
5
9
ト
ン
と

比
較
し
て
6
2
1
ト
ン
増
加
し
て

お
り
ま
す
｡

ま
た
､
最
終
処
分
場
へ
の
埋
立

処
分
量
は
､
平
成
-
 
7
年
度
3
･
7

4
-
立
方
メ
ー
ト
ル
で
平
成
_
 
6
年

度
3
･
7
4
2
立
方
メ
ー
ト
ル
と

比
較
し
1
立
方
メ
-
ト
ル
減
少
し

て
お
り
ま
す
｡

排
ガ
ス
測
定
結
果
に
つ
い
て

ご
み
焼
却
施
設
に
お
け
る
排
ガ

ス
中
の
有
害
物
質
の
測
定
結
果
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡
い
づ

れ
の
結
果
値
に
つ
い
て
も
国
の
排

出
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り

ま
す
｡
今
後
も
　
｢
く
り
-
ん
プ
ラ

ザ
･
龍
｣
　
は
周
辺
住
民
の
皆
様
方

に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
公

害
防
止
対
策
に
万
全
を
期
す
る
と

と
も
に
電
光
掲
示
板
に
よ
る
有
害

物
質
測
定
値
の
表
示
を
行
う
な
ど
､

開
か
れ
た
施
設
と
し
て
運
転
管
理

を
行
っ
て
参
り
ま
す
｡



=三豊!
茨城県では.アスベストによる健康への影響やアスベストに関する疑問など
について､国などと連携して相談や問合せに応じております｡

相談内容に応じてそれぞれの窓口にお問合せください｡

I　銭轟超関する腫畿

○保健所　健康上の不安や医療に関する相談･問合せ

竜ヶ崎保健所　龍ヶ崎市298 3-1曾0297-62-2172

0独立行政法人労働者健康福祉機構　労災病院　石綿のぱく露歴のある方.その家族の方々,開業医等から

の診断･治療.健康診断に関する相談

千葉労災病院　千葉県市原市辰巳台東2 -16　曾0436臆74-1111

東京労災病院　東京都大田区大森南4 -13-21曾03-3742-7301

(両院には. 7スペスト疾患センタ-が設置されています)

○その他

産業保健関係者,石綿による被害を受けられた労働者及びその家族の方々からの健康に関する相談

茨城産業保健推進センタ-　水戸市南町1 -3-35　水戸南町第-生命ビル4F　曾029-300-1221

※同センタ-では,毎月第1. 3水曜日に石綿にかかる健康相談会を実施しています(事前予約が必要です)

Ⅲ　鶉緩燈関する担談(E籠隆関する鍾密事隠C±塵診駒鳥葡萄,災観鱒笥)

石綿に関する健康手帳,健康診断,労災補償等についての相談･問合せ

茨城労働基準局　　　　水戸市北見町1 - 1 1　　　　　　　曾029-224-621 1

竜ヶ崎労働基準監督署　龍ヶ崎市川原代町4-6 3 3 6- 1曾0297-62鵜3331

Ⅲ　惟鷲番の麒<謹閲坦弱覇(聾鶉春画勘)I_l=関する胆談

主に事業者からの作業時のぱく露防止についての相談･問合せ

建設業労嘲災害防止協会茨城県支部　水戸市大町3 - 1 -22　曾029-300-4638

Ⅳ　訊e寅猶鰊隆開場電掴談

大気中のアスベスト濃度などの疑問などの問合せ

茨城県庁生活環境部環境保全課　水戸市笠原町9 7 8 -6　曾029-301-2961

県南地方総合事務所環境保全課　土浦市真鍋5 -17-26　曾029-822-8511㈹

V　残物.,残脚隆関する担談

建築物や建材などに関する相談･問合せ

茨城県庁土木部建築指導課　水戸市笠原町9 7 8 -6　曾029-301-4727

〃　　　検査指導課建設リサイクル推進室　　　曾029-301-4386

〃　　　住宅課　　　　　　　　　　　　　　　　曾029-30 1-4759

県南地方総合事務所建築指導課　土浦市真鍋5 -17-26　曾029-822-8511㈹

㈲日本作業環境測定協会　http://www.jawe.o｢.jp/

広●藤かわぢ
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l冒　諺触重電超関する坦識

解体工事等の際のアスベストの飛散防止や,作業時の労働環境､分別解体などに関する相談･問合せ

1.アスベストの飛散防止に関すること

茨城県庁生活環境部環境対策課　水戸市笠原町9 7 8 - 6　　曾029-301-2961

県南地方総合事務所環境保全課　土浦市真鍋5 -17-26　　曾029-822-8511㈹

2.解体等の作業に関すること

茨城労働局　　　　　　水戸市北見町1 -11　　　　　　　　曾029-224-6211

竜ヶ崎労働基準監督署　龍ヶ崎市川原代町4-6 3 3 6- 1　曾0297臆62-3331

3.分別解体等に関すること

茨城県庁土木部検査指導課建設リサイクル推進室

水戸市笠原町9 7 8-6　8029-301-4386

県南地方総合事務所建築指導課　土浦市真鍋5 -17-26　曾029-822-8511㈹

4.アスベストの処理に関すること

㈲日本石綿協会　　　曾03臆5765臆2381 http://www.jaasc,eo.jp/

㈱日本建築センター　曾03-3434-7161 http://www.bcj.o｢.jp/

lII　屍薫物超関する坦談

アスベストの除去や建物の解体等で発生するアスベストの廃棄物等の相談･問合せ

茨城県庁生活環境部廃棄物対策課　水戸市笠原町9 7 8 -6　曾029臆301臆3027

県南地方総合事務所環境保全課　　土浦市真鍋5 -17-26　曾029-822-8511㈹

lⅢ　申姐重篤周防の配管隆睨する坦談

中小企業を対象としたアスベストの除去等に係る融資に関する相談･問合せ

茨城県庁商工労働部産業政策課　水戸市笠原町9 7 8-6　曾029-301-3530

県南地方総合事務所商工労政課　土浦市真鍋5 -17-26　曾029臆822臆8511㈹

IX　葱陸田｡日｡槍と12関する胆談

家庭用品におけるアスベストの相談･問合せ

㈲日本照明器具工業会　東京都台東区上野3-2- 1　曾03-3833-5747

㈲日本電機工業会　　　東京都千代田区-番町17- 4　曾03-3556-5887

㈱家電製品協会(消費者相談室)東京都港区愛宕町1 - 1 -11曾03置3431｢6080

経済産業省ホ-ムページ　http;//www.metl.go.｣P/

※経済産業省ホ-ムペ-ジでは,石綿(アスベスト)を含有する家庭用品の実態把握調査結果及び該当製

品の問合せ先を公表しています｡

Ⅹ　e_の他の坦談

その他､消費生活相談や労働問題等に関する相談･問合せ

○茨城県におけるその他の相談窓口等
･アスベストに関する消費生活相談

茨城県消費生活相談センタ-　水戸市柵町1 -3- 1　曾029-225臆6445

0業界団体

㈲日本石綿協会　　　曾03-5765臆2381 http;//www.｣aaSC.CO.｣p/

ロックウ-ル工業会　曾03臆5202-1471 http://www.｢lva.gr.｣p/

g
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ー平成18年7月から『国民年金保険料の免除制度』が

ご利用しやすく変わりますへ

国民年金の保険料は1 3, 8 6 0円(平成18年度)ですが､経済的な理由等で保険料の納付が困難な場合は､

申請手続きをしていただくことにより､保険料の納付が免除または-部納付(-部免除)制度があります｡

輔弼舞隠◎闘　平成18年了月より2種類が加わります

･全額免除･･･用保険料の全額が免除

･-部納付制度(表参照) 18年7月から2種類(4分の1と4分の3納付制度)が加わります｡

◇-部納付制度の種類

臆臆臆臆臆園田 陶　　　　　　容.

4分の1納付制度　音保険料の4分の1を納付(残り4分の3が免除)　　　　3,47〇円

2分の1納付制度　　保険料の2分の1を納付(残り2分の1が免除)　　　　6,93〇円

4分の3納付制度　　保険料の4分の3を納付(残り4分の1が免除)　　1 0,40〇円

このほかに､ 30歳未満の方を対象にした『若年者納付猶予制度』 (所得審査あり)があります｡

常闇◎手続畠

住民票のある市町村の国民年金担当窓口で申請してください｡ 18年度の申請手続きは7月3日から受付

します｡

へ手続きに必要なものへ

･年金手帳または基礎年金番号のわかるもの(納付書など)

･認印(本人が署名する場合は不要)



申詣◎鐙黒

社会保険事務所において前年所得などを審査して､承認･却下の通知書が送付されます｡

優駿湘◎邁湘

免除又は猶予された保険料については,将来受け取る年金額が少なくならないよう､ 10年以内に納付す

ることができます｡この場合､承認された期間が属する年度から起算して3年度目以降に納付する場合は､

経過した年数に応じた-定の加算額が加わります｡

国民年金制度は､ 20歳以上60歳未満のすべての方が加入する制度です｡老後の老齢基礎年金のほか､万が-

のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が受け取れる制度です｡国民年金(基礎年金)の納付の3分の1 (将来

は2分の1)は国庫負担でまかなわれているためへ　保険料が免除された期間は､老齢基礎年金の計算の際に国

庫負担に相当する額が年金額に反映されます｡また､万が｣のときの障害基礎年金や遺族基礎年金を受ける場

合の受給資格にも含まれるため安心です｡ただしへ　｣部納付制度は,納付すべき｣部保険料が未納となった場

合は.一部免除が無効になり､老齢.障害.遺族の基礎年金の受給資格期間には含まれませんので,必ず二部

保険料を納付していただく必要があります｡

申請は原則として毎年度必要です｡不慮の事故や病気が発生してから申請を行っても,障害基礎年金の受給

資格要件に算入されませんので,ご注意ください｡なお,保険料全額免除または若年者納付猶予(｣部納付を

除く)が承認された方が.申請時に翌年度以降も申請を行うことをあらかじめ希望(申請書の申請者記入欄の

｢はい｣に○をつけてください)された場合は,翌年度以降は､あらためて申請を行わなくても､継続して申

請があったものとして自動的に審査が行われます(失業したことにより免除の申請を行った場合は除く)｡

●

ー医療福祉制度(マル福)利用方法が変わりますへ

医癒福祉制度(マル福)は,疾病の早期発見･早期治療を促進し､健康の保持を図るため､医療費の二部

負担を市町村と県で公費負担する制度です｡従来,医療福祉制度を利用する場合には,医療機関等で医療福祉

費受給者証を提示するとともに,医療福祉費請求書(ピンク色の用紙)を提出する必要がありましたが､今回

の改正では､医蕨福祉費受給者の利便性の向上を図るため､医癒福祉費請求書を廃止します｡

医療機関等を受診する際は医療福祉費受給者証を提示するだけで制度を利用することが可能になります｡ ●

なお､妊産婦の方については.従来どおりの手続きが必要になりますのでご注意ください｡

)改正時期

平成18年7月1日から
/ノ新受給者証交付時期

･乳幼児､妊産婦･用･･6月下旬に郵便にて交付いたします｡

･母子､父子､障害者両6月の更新の際に交付いたします｡

g
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丁一幸∵ ･∴

現在へ　児童手当を受給しているすべての方は.毎年6月中に

児童手当の｢現況届｣を提出しなければなりません｡ ｢現況届｣

は,毎年6月1日時点における状況を記載し,児童手当等を引

き続き受ける要件があるかどうかを確認するためのものです｡

この届出がない場合は6月以降の手当が受けられなくなりま

すのでご注意ください｡

現況届に必要なもの

①児童手当現況届(用紙は6月中旬に受給者へ直接送付します｡)

②健康保険被保険者証(受給者がサラリ-マンである場合)

③平成18年度児童手当用所得証明書(平成18年1月2日以降に河内町に転入された場合)

④その他､必要に応じて提出する書類があります｡

提出期限: 6月末日

※平成18年度児童手当用所得証明書等がすぐに発行されない場合は. r児童手当現況届｣を期日±でに提出

してください｡

支給対象:平成9年4月2日以降に生まれた　　　　　　　　　所得制限限度額

児童を扶養している万

事当月額:第1子･第2子は1人につき

月額5,000円

第3子以降は1人につき

月額10.000円

0人　　　　　　460 0　　　　　　　532 0

1人　　　　　　4980　　　　　　　5了00

支給時期:毎年､ 2月･6月･10月に振込　　　　　2人　　　　　5360　　　　　　6080

平成18年度児童手当所得制限限度額　　　　　　3人　　　　　574. 0　　　　　　646 0

(平成17年中の所得) 4人　　　　　　612 0　　　　　　　6840

5人　　　　　　650 0　　　　　　　722.0

注1 )老人控除対象配偶者または老人扶養親族がある場合は､
1人につき6万円を加算した額

注2)扶養親族等の数が6人以上の場合は1人につき38万円
(扶養親族等が老人控除対象配偶者または老人扶養親族
であるときは44万円を加算した額

広轍かわら
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お医者さんにかかるときは『老人保健医療受給考証』を必ず
窓口に提示しましょう

老人医療保健の対象となる方がお医者さんにかかったときは.その医療費の1割又は2割(-定以上の所得

がある方)を負担します｡医蕨機関では,この負担割合を｢老人保健医療受給考証｣で確認しますので,必ず

保険証と｣緒に医療機関の窓口に提示してください｡
臆-負担割合の変更についてl'､

老人医療受給対象者の自己負担割合( 1割又は2割)の判定は､前年の所得額が確定する毎年7月に行い

ます｡負担割合に変更のあった方については.町から7月中旬にお知らせしますので,新しい老人医療受給

考証交付の手続きをお願いします｡

限度額適用･標準負担額減額認定申請について

老人保健や国民健康保険には医療費(老人保健).入院時食事代の自己負担限度額が減額になる制度があり(

ます｡該当するには要件があり,適用を受けるためには申請が必要になります｡申請して認められると,その

日の初日から適用になり,有効期限は7月31日までとなります｡すでに｢限度額適用･標準負担額減額認定証｣

の交付を受けている方も､ 7月中に更新手続きが必要です｡忘れずに申請してください｡

<老人保健医廣受給者･国民健康保険高輪受給者(70歳以上の方)の場合>

･住民基本台帳の同-世帯全員が住民税非課税であること(低所得Ⅱに該当)

･住民基本台帳の同二世帯全員が住民税非課税で.かつ世帯全員の所得が｢0円｣である世帯に属する.又は

老齢福祉年金受給者の老人保健医療受給者であること(低所得Iに該当)

〈〉手続きに必要なもの､､､

老人保健医療受給者証･健康保険証･印鑑

※他市区町村から転入されてきた方は｢所得証明書(または住民税非課税証明書)｣

認定されるとこのような減額が受けられます

入院時及び世帯単位の

自己負担限度額(月額)

[二二∃ (需88胃,
i

宿所信用　音　　24,600円

入院時の食事代(1食当たり)

260円

90日までの入院　　　210円

過去12カ月以内に
90日を越える入院

活i託イi

∴音二二二二｣ 15･000円
※( )内は平成18年10月より適用

<国民健康保険被保険者の場合>
'手続きに必要なもの

国民健康保険被保険者証･印鑑

※他市区町村から転入されてきた方は｢所得証明書

(または住民税非課税証明書)｣

該当されると入院中の食事代の減額が受けられます

(右表参照)

1 60円

1 00円

僅　虞　高　光

コ^(器絹;i~｢三二二｢　26〇円

90日までの入院　　21 0円

過去12カ月以内に

90日を越える入院
1 6〇円

題
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町民の快適な健康づくりの推進を目指して

甜三‥"　勺⇒薮鋤
一平成18年度　総合健康診査のお知らせ-

i.日　　　程

7月24日(月)　　音　　保　鮭　セ　ン　タ　-

了月25日(火)　音　保燵セ　ンタ　~

音

i

7月26日(水)　　　　つ　つ　み　会　館

7月2了日(木)

2.腕宣内容

結　核　検　診

肺　が　ん　検　診

第　　2　　分　　館

(福祉センタ-隣)

了　00ベン了　30

8　00-8　30

9　　00ベン9　　30

了　00′-了　30

8　00-8　30

9　　00-ノ9　　30

午前ユ　00-了　30
8　00-8　30

王jj:jj-i jj
8　　00,-8　30

9　　00-ノ9　　30

16歳以上の方　　　　無　　料

40歳以上の方　　　　無　　料

基本燵康診査　音18歳以上の万

前立腺がん検診　雪　50-6編の男性で希望者

胃　が　ん　検　診l　40歳以上の方

大腸がん検診l　40歳以上の方

※こちらで指定された年幹の方には肝炎ウイルス検診が追加されます｡

※今回の健診は総合健診ですので､がん検診を受ける方が対象となります｡基本健診のみを希望される方は､ 12月

の定期健診にお申し込みください｡

※65歳未満の方は､がん検診を同時に受ける方が対象Iこなります｡
※65歳以上の方閉ま､介護予防の観点から『生活機能平価』 iこ関する検査やチェックを行いますので積極
的にお申込ください｡ (基本検診のみの受付も可能です｡)

3.申込方法
了月14日(金)までに保健センタ-に電話でお申し込みください｡

その際､地区､氏名､生年月日､住所､電話番号､健診内容等を伺います｡
※集団健診ですので例年とあり､多少時間がかかりますのでご了承ください｡

☆嗣敵地瞳ijl児源悪罵苗制(節目夜間護憲)当蜜医(H18年6月-8月)

1 8　00へ2 1 : 00

1 8　　00′-2 1　00

1 8　00-2 1　00

1 8　00へ2 1　00

1 8 ' 00-2 1 : 00

9 ' 0 0′-1 2 . 00

1 2 : 00-1 5 . 00

牛久菱和総合病院(曾029-873-3111)

東京医科大学霞ケ浦病院(曾029-887-1161)

牛久菱和総合病院(曾029-873-3111)

龍ヶ崎済生会病院(1ふ0297-63-7111)

東京医科大学霞ケ浦病院(曾029-887-1161)

東京医科大学霞ケ (曾029-887-1 161)

龍ヶ崎済生会病院(曾0297-63-7111)

※救急外来は応急処置が基本のため､処方は原則1自分です｡なるべく昼間の診療時聞くこ受診してください｡

土曜日の当番医はありませんので､ご注意ください｡またへ　上記以外iこも休日夜間診療を行っている医療機関

があります｡かかりつけ医等の状況を把握しておきましょう｡

広戯かわ5
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あなたの声をお聞かせください

翰国儀駿遥常態認重要弱電錦
町では､介護保険事業の適正で円滑な推進を図るため､介護保険事業に関する意見や提案をいただく､

河内町介護保険運営協議会委員(住民代表)を次のとおり募集いたします｡

活動内容
･運営協議会への出席(協議会は年2へ3回程度で　出席いただいた陳は報酬を支治します｡)

･介護保険に関する意見や提案

･介護保険事業計画の策定･改訂に関すること

募集人員　　2名

任　　期　　委嘱の日から約2年間

応募資格
･河内町にお住まいで介護保険に関心をお持ちの20歳以上の方

･公務員･議会議員･福祉団体職員等でない方

応募方法　住所､氏名.年齢,性別､職業へ電話番号,応募の理由(400字詰め原稿用紙2枚程度)

を記入の上､封書でお申込ください｡

募集期限　　平成18年7月3日(月)

申込･　〒300-1392　河内町源清田1183

問合せ先　　河内町役場町民課介護保険係　曾84-21 1 i(内線1 73)

※募集人員を超えての応募があった場合には,応募理由等を考慮して選考させていただき±す｡

生

壁

青　山　庄　吉久　山　郡　石

木　田　司　野　松　口　　山

マ　登　滴　浩　か　玉　候

サ　千　　　　げ

保　工　子　-　洋　郎　翠　江

臆
広一毅かみち
平成18年6方(肱447)
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餓幽童唾:)川色合的‖三脅#言l

あなたの犬は､ご近所から好かれていますか?
犬に噛まれる!畑を荒らす! ｢ふん｣の放置!などの苦情が多く飼い主のモラルが

問われています｡近隣や周囲の人に迷惑をかiナることなく､楽しく快適にベットと

暮らしましょう｡

t'環境美化(ごつとめまLよう

愛犬の｢ふん｣の始末は飼い主の義務です｡公共の
場所(公園､道路など)や他人の土地,建物を汚さな
いようにしましょう｡

t. f:a)旅L飼L¥はやめまLdiう

犬の放し飼いは.県条例で禁止されています｡必ず
つないで飼いましょう｡犬の運動は,飼い主も-緒に

引き綱をつけて行いましょう｡

t' ±o)登録C:狂だ痛手肪蓋射ち受けまLよう

生後3か月以上の犬には｢登録｣ ｢狂犬病予防注射｣が義務付けられています｡
･ ｢登録｣は犬の生涯に1回です｡ (登録すると｢鑑札｣が交付されます｡)

･ ｢狂犬病予防注射｣は､毎年1回です｡ (｢注射済票｣が交付されます｡)

登録犬が死亡したり､所在地や所有者に変更があったときには町への届出が必要です｡

※狂犬病とはどんな病気?

症状は,発熱､頭痛､全身倦怠,嘔吐などの症状で始まり､ついで､筋肉の緊張､幻

覚､けいれん､などが起き発症したらほぼ100%死亡というとても恐ろしい病気です｡日

本では,昭和32年以降は発生していませんが､現在も世界各国では多くの人や動物が狂

犬病で命を落としています｡

曾犬の脱幾も防ひど,迷子もなくしましょう

飼い主宅を脱出した犬は飼い主の知らないところで迷惑をかけています｡また,交通事故
にあってケガをしたり,死亡することがあります｡迷子になって飼い主のもとへ帰れない犬

も数多くあります｡
･脱出防止同時クサリやオリの点検を!

･迷子の防止用首輪に｢注射済票｣などをつけたり,電話番号を書いておく!

'6.小さな命.大切(= _/ #こだIaやめまLd:う

｢捨て犬｣をする行為はみんなの迷惑です｡捨てないで新しい飼い主を見つけるか茨城県動

物指導センタ- (曾0296-72-1200)に相談してください｡

t'飼L¥雫による｢7)'みつき手続JもなくLまLd:う

飼い犬が人に危害(人を噛んだなど)を加えた場合は,届出が必要です｡茨城県動物指導
センタ-にご連絡ください｡

広~轍かわぢ
平成18争帝'ノブ(¥o｣｣7)



慣れない足元を気にしなから田植えをする子ともたち
新鮮な野菜や特売品を求めて多くのお客様で賑わいま

した｡

都内の小学生が田植えを傭験
5月22日,江戸川区西小岩小学校の児童が河内町を訪

れ､社会科見学を兼ね田植えに挑戦しました｡

初めて体験する田植えに最初は戸惑っている児童もい

ましたが､次第に笑顔で苗を植えていました｡当日は､

天気にも恵まれて田植え体験終了後にはふれあい公園で､

ほ場を提供しくれた山本太ふきん(堤)方から,児童の

皆さんにおにぎりが配られ,みんな笑顔でほおばってい

ました｡

題
必殺かわ5
'7Z/好18争6ノブ(1o｣｣7)

廿性消防団が1日訓舗
5月28日､河内町消防団第15分団(女性消防団)が

1日訓練を行いました｡午前中に稲敷･阿見応急手当

ボランティア員,龍ヶ崎消防署河内出張所職員による

AED (自動体外式除細動器)を含んだ救命講習を受

け､午後からは町消防団本部員の指導で規律･基礎訓

練を行いました｡救命講習会では､人形(レサシアン)

を使って実践的な訓練も行われ団員は指導員の話を真

剣な表情で聞きながら熱心に取り組んでいました｡

月_一　朝も-l二二1 I 1音音吾;=l三,㊧



◇町　県　民　税1期◇

◇国民健康保険税2期◇

◇介護保険料　2期◇

徴収日は6月30日です

広~轍かわぢ
平成18牢6月(¥al｣7)
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園側鬼謀虜陶芸僚蠍教皇
夏休みの思い出に､親子でカップやマクカップ

を作ってみませんか｡

日　時: 7月22日へ　8月12日各土曜日

(午前9時へ12時)

会　場:くり-んプラザ,龍内陶芸工房

対　象: 2日間とも参加できる河内町･龍ヶ崎市･

利根町在住で小･中学生のお子さんをも
つ親子(2人1組) 20組

講　師　陶芸クラブどんぐり　佐藤房雄先生

費　用　材料費として1組250円

持ち物　タオル･エプロン･上履きまたはスリッパ

申　込　7月10日へ21日(午前9時へ16時)

電話または窓口でお申込ください｡

(土日祝除)

定員になり次第締切いたします｡

問合せ:龍ヶ崎地方塵芥処理組合施設課(くり-
んプラザ･龍内)　曾60-1777

広●殺カ)わら
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◆　定　例　舶　載　◆

心配ごと相談
日　　時　7月3日旧〉　午前10時一正午

7月18日㈱　午前10時一午後3時

場　　所　公民館第2分館(7月3日)

つつみ会館(7月18日)

問合せ先　河内町社会福祉協議会
曾84-2830

教育相談
日　　時　月･水･木曜日　午後1時へ5時

場　　所　教育委員会事務局

問合せ先　曾84-3322

回84-4730

成田空港に関する相談
日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階

(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-

曾84-50 1 7

⇔交通事故発生状況◆
町内の交通事故5月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　4件(-7) (31)

死者数　　　　　　〇人(±0) ( 0)

負傷者数　　　　　　9人(-6) (41)

竜ヶ崎警察署調べ

⇔　戸　寵　の　窓　◆

おめでた　　　8人

おくやみ　1 1人

転　　入　1 6人

転　　出　　25人

㊨人口･世帯◆
平成18年6月1日現在

人　口　11,243人　(-12)

男　　　5,55了人　(-1)

女　　　5,686人　(-ll)

世帯数　　3,410世帯(十3)

役　　　　　　　場

郎4-2111教育委員会学校教育G郡4-3322

圃84葛435了事務局生涯学習G i,:4嵩3

郡　市上下水道G馴4-2361福祉センタ〇割4-3699
整備課建設輔G創4-2921保健センタ〇割4-4486

つ　つ　み　会　館う宙86-3740給食　セ　ン　タ　ー曾84-2845

地軸括支援センタ- a60-4071肪(警蓑雷)ちa84-2212

◇銅回診綾堂琶国《-z/ lrEE)》

龍ヶ崎地区

河内地区｣同音　外科｢
江戸崎眼科　　　池田病院　　　　飯野クリニック
1ふ029-892-0262 a 64-1152　　　E 60-2323

鈴木クリニック　村井医院　　　牛尾病院
曾029-892-3640　宙62-3380　　　1ふ66-6111

本橋医院　　　若松内科胃腸科医院いがらしクリニック
曾029-892-2308 a 64-0533　　　E 62-0936

古橋医院　　　鴻巣クリニック　西新道外科医院
曾029-978-3了70　曾61-O151　　　曾62-0855

ゆはらクリニック　さくらクi)ニック　野村医院
1ふ029-894-2002　E 65-1211　　　8 62-6561

江戸崎病院　　　山村医院　　　　いしかわクリニック

曾029-894-2611 1圃66-0555　　　　曾62-0378

※休日当番医は変更することがあります｡

診療を受ける際は､必ず電話でこ確認ください｡

資　源　回　収　日　音　燃えないごみ収集日

A地区11･25　C地区　4･18　A地区　　　　C地区

8

B地区　6･20　D地区13･27　B地区　　　　D地区

22

燃える　ごみ収集日　　　粗大ごみの予約収集日

全地区　毎週月,水,金曜日　　　7月中の予約-8月5日

広~轍かわち
平成18牢6ノI (l,糾｣7)


